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世界遺産の森林を
守り伝える

屋久島、白神山地、知床。
さまざまな生命の息づかいが間近に感じられる、緑濃き森林の深み。

将来の世代に引き継いでいくべき人類共通の宝として、
世界に認められた我が国の森林の価値が、世界遺産を支えています。
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世
界
遺
産
条
約
は
、
世
界
の
優
れ
た
遺
跡

や
自
然
地
域
な
ど
を
人
類
全
体
の
遺
産
と
し

て
保
護
・
保
存
し
て
い
く
た
め
、
国
際
的
な

協
力
お
よ
び
援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
昭
和
四
七
年
に
開
か
れ
た
ユ

ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
と
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ

き
作
成
さ
れ
る
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
て
い
る
物
件
で
あ
り
、
将
来
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共
通
の
宝

で
す
。
有
形
の
不
動
産
が
対
象
で
、
文
化
遺

産
、
自
然
遺
産
、
複
合
遺
産
の
三
種
類
が
あ

り
、
現
在
、
自
然
遺
産
一
六
六
件
、
文
化

遺
産
六
六
〇
件
、
複
合
遺
産
二
五
件
の
合
計

八
五
一
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
、
昭
和
四
七
年
に
条
約
を
締
結

し
、
自
然
遺
産
三
件
、
文
化
遺
産
十
一
件
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
遺

産
と
し
て
は
、
屋
久
島
、
白
神
山
地
、
知
床

の
三
件
が
あ
り
ま
す
。
屋
久
島
は
そ
の
優
れ

た
自
然
景
観
と
特
異
な
生
態
系
が
評
価
さ
れ
、

白
神
山
地
は
生
態
系
の
進
化
プ
ロ
セ
ス
な
ど

が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
床
は
海
と
陸
の

生
態
系
の
連
続
性
が
注
目
さ
れ
、
日
本
の
自

然
遺
産
で
は
は
じ
め
て
海
域
も
含
む
遺
産
地

域
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
所
定
の

評
価
基
準
に
合
致
し
、
か
つ
顕
著
で
普
遍
的

な
価
値
の
証
明
に
必
要
な
要
素
が
揃
い
、
長

期
的
な
保
護
担
保
措
置
が
十
分
に
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
管
理
計
画
を
有
す
る
こ
と
等

の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
厳
し
い
審

査
を
通
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
で
は
、

世
界
自
然
遺
産
の
保
護
管
理
を
担
保
す
る
措

置
と
し
て
、
自
然
環
境
保
全
地
域
、
国
立
公

園
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
の
保
護
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
薦
の
前
提

と
な
っ
て
お
り
、
環
境
省
と
林
野
庁
が
共
同

で
世
界
自
然
遺
産
の
推
薦
省
庁
と
な
っ
て
い

ま
す
。
推
薦
ま
で
の
流
れ
と
し
て
は
、
学
術

的
な
検
討
会
を
経
て
候
補
地
を
抽
出
し
、
国

や
地
元
の
関
係
機
関
や
関
係
団
体
に
よ
り
構

成
す
る
地
域
連
絡
会
議
に
お
け
る
合
意
形
成

や
、
科
学
委
員
会
に
お
け
る
価
値
や
保
全
管

理
に
係
る
検
討
、
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁

連
絡
会
議
（
外
務
省
、
環
境
省
、
文
化
庁
、

林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、
水
産
庁
）
に
お
け

る
決
定
を
経
て
、
暫
定
リ
ス
ト
や
推
薦
書
を

世
界
遺
産
委
員
会
へ
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後

は
諮
問
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然

保
護
連
合
）
に
よ
る
現
地
調
査
を
経
て
、
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
け
る
審
議
に
よ
り
登
録

の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
世
界
的
に

注
目
度
が
高
ま
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

保
護
管
理
体
制
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
観
光
客
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
保

全
状
況
の
悪
化
な
ど
へ
の
対
策
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
新
規
登
録
審
査

の
み
な
ら
ず
、
既
登
録
地
域
の
保
全
状
況
審

査
に
重
点
を
置
い
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
著
し
く
状
況
が
悪
化
し
緊
急
の
保
全
対

策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
危
機
遺
産
と
さ

れ
、
毎
年
の
保
全
状
況
報
告
や
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
委
員
会
で

は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
第
一
号
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
危
機
遺
産
入
り
し
、
話
題
を
集

め
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
マ
ー
ン
の
ア
ラ
ビ
ア

オ
リ
ッ
ク
ス
保
護
区
が
、
当
該
国
に
よ
り
天

然
ガ
ス
採
掘
の
た
め
自
国
の
判
断
で
区
域
を

十
分
の
一
ま
で
縮
小
し
た
こ
と
に
よ
り
、
登

録
を
取
り
消
さ
れ
る
と
い
う
初
の
事
例
も
あ

り
ま
し
た
。

（ⅰ）～（ⅵ）文化遺産（略）

（ⅶ）最上級の自然現象、又は、類まれな
自然美・美的価値を有する地域を包
含する。

（ⅷ）生命進化の記録や、地形形成におけ
る重要な進行中の地質学的過程、あ
るいは重要な地形学的又は自然地理
学的特徴といった、地球の歴史の主
要な段階を代表する顕著な見本であ
る。 

（ⅸ）陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系
や動植物群集の進化、発展において、
重要な進行中の生態学的過程又は生
物学的過程を代表する顕著な見本で
ある。 

（ⅹ）学術上又は保全上顕著な普遍的価値
を有する絶滅のおそれのある種の生
息地など、生物多様性の生息域内保
全にとって最も重要な自然の生息地
を包含する。

［世界遺産の評価基準］

●文化遺産
〈対象〉　
顕著な普遍的価値を有する記念物、
建造物群、遺跡、文化的景観など
〈登録件数〉660件
〈うち日本の登録件数〉11件
■法隆寺地域の仏教建造物（奈良
県）1993年 12月登録
■姫路城（兵庫県）1993 年 12
月登録
■古都京都の文化財（京都府、滋
賀県）1994年 12月登録

■白川郷・五箇山の合掌造り集落
（岐阜県、富山県）1995 年 12
月登録
■原爆ドーム（広島県）1996年
12月登録
■厳島神社（広島県）1996 年
12月登録
■古都奈良の文化財（奈良県）
1998年 12月登録
■日光の社寺（栃木県）1999年
12月登録
■琉球王国のグスク及び関連遺産
群（沖縄県）2000年 12月登録

■紀伊山地の霊場と参詣道（三重
県、奈良県、和歌山県）2004年
7月登録
■石見銀山（島根県）2007年７
月登録

●自然遺産
〈対象〉
顕著な普遍的価値を有する地形や
地質、生態系、景観、絶滅の恐れ
のある動植物の生息・生息地など
を含む地域
〈登録件数〉166件

〈うち日本の登録件数〉3件
■屋久島（鹿児島県）1993年
12月登録
■白神山地（青森県、秋田県）
1993年 12月登録
■知床（北海道）2005年7月登録

●複合遺産
〈対象〉
文化遺産と自然遺産の両方の価値
を兼ね備えている遺産
〈登録件数〉25件
〈うち日本の登録件数〉0件

［世界遺産の種類と件数］

人
類
共
通
の
宝

世
界
遺
産
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我
が
国
の
世
界
遺
産
に
お
い
て
は
、
文
化

遺
産
、
自
然
遺
産
と
も
に
、
森
林
が
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
に
お
い
て
は
、
最
近
で
は
人
間

の
営
為
と
自
然
の
結
合
の
所
産
で
あ
る
「
文

化
的
景
観
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
や
石
見
銀
山
な
ど
に
お

い
て
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
も
含
め
て
、
資

産
そ
の
も
の
の
一
部
、
あ
る
い
は
往
時
の
風

景
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
ま
た
緩
衝
機

能
と
し
て
な
ど
様
々
な
役
割
の
も
と
に
区
域

に
占
め
る
森
林
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
持
続
的
な
木
材
の
供
給
に
よ
り

伝
統
的
な
木
造
建
造
物
を
支
え
て
き
た
存
在

と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
七
月
の
世
界
遺
産
委
員
会
に

お
い
て
新
規
登
録
さ
れ
た
石
見
銀
山
に
つ
い

て
は
、
諮
問
機
関
か
ら
登
録
延
期
と
の
事
前

評
価
が
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
遺
産
委
員

会
の
審
査
で
一
転
し
て
登
録
に
至
り
ま
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
産
業
と
自
然
と
の
共

生
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。

十
六
世
紀
か
ら
銀
の
精
錬
に
必
要
な
燃
料
と

し
て
木
材
を
計
画
的
に
利
用
し
、
植
林
な
ど

に
よ
り
森
林
資
源
を
持
続
的
に
管
理
し
て
き

た
、
森
林
と
共
生
し
た
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
委
員
国
の
支
持
を
集
め
た
の
で
す
。

美
し
い
森
林
景
観
や
豊
か
な
森
林
生
態
系

は
、
森
林
施
業
や
保
全
管
理
に
携
わ
っ
て
い

る
現
場
の
人
々
に
よ
る
日
々
の
地
道
な
努
力

の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は

い
ま
一
度
、
認
識
を
深
く
し
た
い
も
の
で
す
。

自
然
遺
産
の
既
登
録
地
域
で
は
、
陸
域
の

ほ
ぼ
全
域
が
森
林
で
あ
り
、
国
有
林
の
保
護

林
制
度
で
あ
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
後
の
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混
雑
や

踏
圧
、
ご
み
投
棄
な
ど
の
問
題
も
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
有
林
で
は
、
国

民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
た
グ
リ
ー
ン
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
巡
視
や
マ
ナ
ー

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

経
済
効
果
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す
ひ
と
つ
の
例
で
す
。

我
が
国
の
自
然
遺
産
は
、
複
数
の
保
護
担

保
措
置
を
重
ね
あ
わ
せ
て
保
全
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
林
野

庁
や
環
境
省
、
地
元
自
治
体
、
関
係
団
体
等
、

様
々
な
立
場
の
人
々
が
地
域
の
自
然
環
境
の

世
界
的
な
価
値
を
認
識
し
、
環
境
の
保
全
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
議
論
を
重
ね
て

ゆ
く
過
程
で
、
地
域
の
自
然
環
境
を
保
全
す

る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
遺

産
を
支
え
る
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
我
が
国
の

他
の
自
然
地
域
に
お
け
る
保
全
体
制
づ
く
り

の
モ
デ
ル
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
最
終
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
保
護
、
保
全
へ
の
道
の
り

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
世
界
の
宝
と
し
て
将
来

に
わ
た
り
そ
の
価
値
を
守
っ
て
い
く
こ
と
と
、

人
々
に
価
値
を
伝
え
て
ゆ
く
役
割
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
優
れ
た
森
林
生
態
系
を

維
持
す
る
現
場
の
取
組
が
、
世
界
遺
産
を
支

え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

世
界
遺
産
の
森
林

世
界
遺
産
登
録
は
保
護
・
保
全
の
ス
タ
ー
ト

知床

白神山地 屋久島
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知
床
は
、平
成
十
九
年
七
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー

バ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
九
回
世
界
遺
産
委
員
会
に

お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
決
議
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
政
府
は
勧
告
事

項
へ
の
取
組
状
況
な
ど
を
評
価
す
る
た
め
の
ユ
ネ
ス

コ
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
合
同
調
査
団
を
招
聘
し
、
平
成

二
〇
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
二
日
の
四
日
間
の
行
程

で
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知
床
は
北
半
球
で
最
も
低
緯
度
で
流
氷
を
観
測
で

き
る
地
域
で
す
。
流
氷
が
も
た
ら
す
栄
養
分
は
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
そ
れ
を
餌
と
す
る
魚
を
豊
か
に

育
ん
で
い
ま
す
。
シ
ロ
ザ
ケ
や
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、
サ

ク
ラ
マ
ス
な
ど
の
サ
ケ
科
魚
類
は
、
海
か
ら
川
に
遡

上
・
産
卵
し
、
こ
れ
を
餌
と
す
る
ヒ
グ
マ
や
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
、
オ
オ
ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
様
々
な

貴
重
な
生
き
も
の
を
育
み
、
陸
と
海
と
の
連
続
性
の

鍵
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
時
に
は
、
海
域
の
管
理
計
画
の
ほ
か
、
サ
ケ

科
魚
類
へ
の
ダ
ム
に
よ
る
影
響
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
勧
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

学
識
経
験
者
か
ら
な
る
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
河

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
知
床
の

保
全
に
向
け
た
取
組

川
工
作
物
が
サ
ケ
科
魚
類
に
及
ぼ
す
具
体
的
影
響
の

評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
防
災
機
能
を

維
持
し
つ
つ
改
良
が
必
要
と
さ
れ
た
十
三
基
の
河
川

工
作
物
の
改
良
を
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
団
か
ら
は
、
登
録
時
の
勧
告
事
項
に
対
す
る

迅
速
な
取
組
を
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
取
組
を
進

め
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
科
学
委
員
会
の
助
言

を
踏
ま
え
て
科
学
的
に
検
討
し
、
国
、
地
域
、
関
係

団
体
な
ど
様
々
な
立
場
の
人
々
が
連
携
し
て
議
論
を

重
ね
、
合
意
形
成
し
て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、

世
界
に
発
信
す
べ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
今
後

も
取
組
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
河
川
工
作
物
に
つ
い
て

は
今
後
も
科
学
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
長
期
的
な

戦
略
を
立
て
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
、
海
域
管
理
計

画
を
効
果
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
、
ト
ド
の
捕
獲

に
つ
い
て
代
替
措
置
の
検
討
を
行
う
こ
と
な
ど
、
個

別
の
課
題
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
た
調
査
団
か
ら
の
正
式
な

報
告
は
、
平
成
二
〇
年
七
月
の
世
界
遺
産
委
員
会
に

報
告
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
環
境
省
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
つ

つ
、
調
査
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
取
組
の
方
向

性
と
プ
ロ
セ
ス
を
ベ
ー
ス
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
つ
つ
長
期
的
な
視
野
で
保
全
に
努
め
、
知
床
の
価

値
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
シ
ェ
パ
ー
ド
部
長
は
平
成
十
六
年
に

行
わ
れ
た
登
録
前
の
事
前
評
価
の
際
も
来
日
し
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
世
界
遺
産
に
よ
り
生
活
に
制

限
が
か
か
る
の
で
は
と
の
地
元
の
懸
念
を
感
じ
取
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
の
訪
問
で
、
地
元
が
世

界
遺
産
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
に
変
化
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
た
と
語
り
ま
し
た
。

人
々
の
生
活
と
世
界
遺
産
が
、
共
に
歩
み
始
め
て

い
ま
す
。

①平成17年末までに境界線を海岸
線 1kmから 3kmに拡張し、遺産
地域の最終的な境界線に関する地図
と詳細を、根拠となる法律の写しと
ともに世界遺産センターに送付する
こと

②平成 20年までに完成させる海
域管理計画の策定を急ぐこと。その
中では海域保全の強化方策と海域部
分の拡張の可能性を明らかにするこ
と。

③サケ科魚類へのダムによる影響と
その対策に関する戦略を明らかにし
たサケ科魚類管理計画を策定するこ
と。

④評価書に示されたその他の課題
（エゾシカの管理や観光客の管理、
科学的調査などを含む）についても
対応すること。

⑤登録後 2年以内に、海域管理計
画の履行の進捗状況と遺産地域の海
洋資源の保全効果について評価する
ための調査団を招くこと。

①海域の拡張と地図等の送付
・平成17年 12月 22日に知床国立公園の区域を距岸1kmから3kmに拡張し、拡張後の遺産地域の地
図等を同年12月26日にユネスコ世界自然遺産センターに送付。

②海域管理計画の策定
・持続的な水産資源利用による安定的な漁業の営みと海洋生物や海洋生態系の保全の両立を目的とする「多
利用型統合的海域管理計画」を平成19年12月に策定。
・策定に当たっては、専門家と関係行政機関に加え、地元漁業協同組合を交えて検討するとともに地域にお
ける説明会、一般からの意見募集を実施。
・海洋環境や海洋生態系の保全および漁業関係に関する法規制、漁業に関する漁業者の自主的管理などを基調。

③サケ科魚類へのダムによる影響とその対策
・「サケ科魚類管理計画」については、河川工作物の影響評価の結果および海域管理計画を踏まえ、平成20
年より見直しに着手する「知床世界遺産地域管理計画」に盛り込む予定。
・平成17年から19年にかけては科学委員会において河川工作物のサケ科魚類に及ぼす具体的影響の評価
を行い、その結果に基づき河川工作物の改良を実施。現在、改良が必要とされた13基について順次改良を
実施している。（平成18年度までに3基改良済、平成19年度中に4基改良完了予定）

④その他の課題
・エゾシカの高密度状態によって発生する生態系への過度な影響を軽減することを目的とし「知床半島エゾ
シカ保護管理計画」を平成18年 11月に策定。平成19年 12月より密度操作実験として知床岬地区に
おいてエゾシカの捕獲を開始。
・「利用適正化基本計画」を策定。また、利用者が守るべき事項を周知徹底し、知床半島先端部地区への立
ち入り自粛を要請。
・「知床エコツーリズム推進協議会」を設置し、自然環境への負荷低減などを目指す計画を策定するとともに、
ガイドの共通ルールをまとめた「知床エコツーリズムガイドライン」などを策定。

⑤調査団の招聘について
・ユネスコ世界遺産センターおよび ICUNと調整を行った結果、海域管理計画の策定状況と流氷の時期を考
慮し平成20年2月に調査団を招聘。

［勧告内容］ ［対応状況］

➡

２月にユネスコ・IUCN の調査団が来日し、
知床の現状を調査

知
床
は
世
界
に
発
信
す
べ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

世界遺産登録時の
勧告内容と対応状況
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世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
、
世
界
的
に
認

め
ら
れ
た
森
林
の
価
値
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
森
林
に
興

味
が
無
か
っ
た
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
世
界

遺
産
の
森
林
を
背
景
に
、
国
民
参
加
に
よ

る
美
し
い
森
林
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。我

が
国
を
代
表
す
る
森
林
を
有
す
る
知 

床
に
お
い
て
は
、
遺
産
地
域
の
保
全
と
と

も
に
、
周
辺
地
域
に
散
在
す
る
人
工
林
等

に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
化
を
始
め
と
す

る
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

が
、
半
島
全
体
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る

上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
森
林
が

果
た
す
役
割
へ
の
期
待
や
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
の
活
発
化
を
受
け
、
市
民
や
団
体

レ
ベ
ル
で
森
林
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
北
海
道
森
林 

管
理
局
で
は
、
知
床
に
お
け
る
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

「
知
床
自
然
の
森
林
づ
く
り
協
働
モ
デ
ル

事
業
」
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

知
床
自
然
の
森
林
づ
く
り
協
働
モ
デ
ル
事
業
の
取
組

知
床
に
お
け
る

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
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トピックス1 「知床永
と

久
わ

の森林づくり協議会」設置
～知床での森林づくり活動を考える～

トピックス2

知床ボランティア等活動拠点
施設（イメージ）

森林環境教育の例：森林観察会

森林づくり活動の例：エゾシカ被害対策

知床永久の森林づくり協議会

知
床
に
お
け
る
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を

継
続
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
や
仕
組
み
づ

く
り
の
検
討
を
行
う
た
め
「
知
床
永
久
の
森
林

づ
く
り
協
議
会
」
を
平
成
十
九
年
七
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
学
識
経
験
者
や
企

業
関
係
者
、
地
元
自
治
体
な
ど
各
分
野
か
ら
の

参
加
者
が
「
知
床
に
お
け
る
国
民
参
加
の
森
林

づ
く
り
活
動
等
の
推
進
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
知
床
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

企
業
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る
森
林
づ

く
り
や
森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
会
合
に
お
い
て
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
森
林
づ

く
り
」「
知
床
の
森
林
を
通
し
た
人
づ
く
り
」「
み

ん
な
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
」「
目
的
達
成

の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
に
関
す
る
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
知

床
永
久
の
森
林
づ
く
り
協
議
会
」
の
下
に
、
よ

り
具
体
的
で
実
効
性
の
高
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
た
め
、
札
幌
、
知
床
及
び
北
見
・
網
走
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
や
役
割
に
応
じ
た

「
仕
組
み
づ
く
り
部
会
」
を
設
置
し
開
催
し
ま

し
た
。

札
幌
地
区
で
は
企
業
支
援
の
方
策
や 

ツ
ア
ー

企
画
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、知 

床
及
び
北
見
・

網
走
地
区
で
は
受
け
入
れ
体
制
や
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
地
域
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し
ま

し
た
。
ま
た
、
網
走
、
東
京
、
そ
の
ほ
か
連
携

が
可
能
な
地
域
の
有
識
者
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
も
ビ
ジ
ョ
ン
へ
反
映

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

マップ・プログラム・拠点施設整備
～知床での活動フィールドとメニューを提供する～

森
林
づ
く
り
や
森
林
環
境
教
育
に
対
す
る
国 

民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
具
体
的
に
「
ど

こ
で
」「
何
が
」 

で
き
る
の
か
を
示
す
「
森
林

づ
く
り
応
援
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
応
援
マ
ッ
プ
と
連
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
徴
に
応
じ
た
森
林
環
境
教
育

を
実
践
す
る
た
め
の
「
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
今
ま
で
潜
在
化
し
て
い
た

知
床
の
森
林
の
特
徴
や
魅
力
、
役
割
、
重
要
性

な
ど
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
国
民
が
様
々
な
形

で
参
加
で
き
る
知
床
な
ら
で
は
の
森
林
づ
く
り 

メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
作
成
さ

れ
た
マ
ッ
プ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
森
林
づ
く
り
団

体 

や
ガ
イ
ド
関
係
者
に
も
配
布
し
実
際
の
活

動
に 

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

ま
た
、
森
林
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と
な
る

「
知
床
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
活
動
拠
点
施
設
」
を

知
床
ウ
ト
ロ
地
区
に
設
置
、
平
成
二
〇
年
春
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
打

合
せ
や
研
修
、
情
報
交
換
・
発
信
の
場
等
と
し

て
活
用
し
、
地
元
森
林
づ
く
り
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等
や
国
民
の
森
林
づ
く
り
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。




